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二中地区 名所・史跡 紹介

鹿島神社（真鍋四丁目）八坂神社（真鍋五丁目）

善応寺照井の井戸（真鍋三丁目）青
あお

麻
そ

神社（木田余町）

愛宕神社古墳（西真鍋町）水戸街道松並木（若松町）木田余鹿島神社（木田余東台二丁目）

木田余城跡の城主信
し

太
だ

範
のり

宗
むね

の墓（木田余沖）旧鎌倉街道（ねずみ坂）（真鍋四丁目真鍋小南側石段）

　　　　　二中地区にもたくさんの見
みどこ ろ

所があります
　　　　　　　　　　散策のコースに取り入れてみてはいかがですか

（写真提供：鳥羽久良様、二中地区環境部）
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西
真
鍋
町
新
地
区
長
の
関
博
信
で
す
。

３
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
こ
の
間
40
回

以
上
の
内
外
公
務
が
有
り
ま
し
た
。
な
か

な
か
大
変
で
す
。地
区
長
会
に
お
い
て
は
、

会
長
は
じ
め
先
輩
方
の
親
切
な
ご
指
導
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
感
謝
。

町
内
で
は
、
鹿
島
神
社
祭
礼
も
近
く
な

り
、
青
年
会
も
真
剣
に
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
２
年
間
中
止
に
な
っ
た

市
民
体
育
祭
に
対
す
る
育
成
会
の
思
い
入

れ
も
強
い
も
の
が
有
り
、
そ
れ
を
支
え
る

女
性
部
の
炊
き
出
し
に
も
絆
を
感
じ
ま

す
。
公
民
館
に
は
、
昨
年
は
念
願
で
あ
っ

た
エ
ア
コ
ン
を
入
れ
て
頂
き
、
今
年
は
上

水
道
を
引
き
、
入
り
口
道
路
の
拡
幅
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

西
真
鍋
町
が
よ
り
住
み
よ
い
町
に
な
る

様
、
微
力
な
が
ら
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

殿
里
町
は
、
真
鍋
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
で
は

一
番
住
民
が
少
な
く
、
田
ん
ぼ
、
畑
の
多

い
地
域
で
す
が
、
大
変
ま
と
ま
り
が
よ
く

住
み
よ
い
町
で
す
。

近
年
の
特
徴
と
し
て
は
、
ご
み
集
積
場

が
先
輩
た
ち
の
努
力
で
き
れ
い
に
な
り
、

居
酒
屋
風
の
つ
く
り
と
な
っ
て
お
り
、
そ

こ
に
花
も
植
え
ら
れ
「
土
浦
で
一
番
す
ば

ら
し
い
？
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
用
水
池
と
し
て
「
殿
里

池
」
が
あ
り
ま
す
が
、
池
の
周
り
の
桜
の

木
が
大
き
く
な
り
、
お
花
見
に
訪
れ
る
人

も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所
は
、

花
火
大
会
の
見
物
席
と
し
て
も
人
気
が
あ

り
、
最
近
は
２
か
月
位
前
か
ら
ロ
ー
プ
を

張
り
、場
所
の
確
保
を
す
る
人
も
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
で
協
力
し
、
き
れ
い
な

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

若
松
町
は
、
昭
和
30
年
に
市
営
住
宅
が

20
戸
建
設
さ
れ
板
谷
住
宅
と
し
て
ひ
と
つ

の
町
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
63
年
を

迎
え
６
５
０
世
帯
、
居
住
者
は
１
３
５
０

名
を
数
え
る
真
鍋
地
区
で
も
大
き
い
地
区

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
最
近
は
新
し
い
住

宅
も
増
え
若
い
方
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。町

内
会
の
中
で
も
育
成
会
、
つ
ば
さ
会

（
青
年
会
）
の
方
が
い
ろ
い
ろ
な
行
事
の

進
行
役
と
し
て
行
動
し
て
頂
い
て
い
る
の

で
、
微
力
な
新
米
地
区
長
の
サ
ポ
ー
ト
役

と
し
て
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
お

り
ま
す
。

今
後
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
誰
で
も
参
加
で
き
る
町
内
会
を
目
指
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
都
和
団
地
は
発
足
し
て
既
に
25
年
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。
当
町
内
も
高
齢
化
、

少
子
化
で
す
が
、
各
行
事
、
夏
祭
り
、
冬

祭
り
、防
災
訓
練
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

世
帯
数
が
約
２
０
０
世
帯
と
少
数
の
団
地

で
、
ま
と
ま
り
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

町
内
会
と
し
て
お
互
い
協
力
し
合
い
住

み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
、
町
内
の
皆
様

と
融
和
を
図
り
、
一
斉
清
掃
活
動
、
敬
老

事
業
、
交
通
安
全
活
動
、
子
ど
も
た
ち
を

犯
罪
か
ら
守
る
活
動
、
環
境
美
化
活
動
・

広
報
活
動
・
防
犯
活
動
・
防
災
活
動
・
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
活
動
な
ど
を
行

い
、
地
区
長
と
し
て
、
市
と
の
連
絡
調
整
、

町
内
会
の
要
望
事
項
の
取
り
ま
と
め
を
行

い
、
切
磋
琢
磨
で
町
内
の
皆
様
と
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

真
鍋
一
丁
目
　
　
　
　
　
本
橋
　
泰
雄

真
鍋
二
丁
目
　
　
　
　
　
塙
　
　
　
武

真
鍋
三
丁
目
　
　
　
　
　
皆
藤
　
嘉
宏

真
鍋
四
丁
目
　
　
　
　
　
勝
間
田
貞
美

真
鍋
五
丁
目
　
　
　
　
　
羽
生
　
佐
洪

真
鍋
六
丁
目
　
　
　
　
　
大
川
　
勝
己

東

真

鍋

町
　
　
　
　
　
下
田
　
　
衛

真

鍋

新

町
　
　
　
　
　
和
知
　
五
月

木

田

余

町
　
　
　
　
　
飯
山
　
孝
之

木
田
余
東
台
　
　
　
　
　
南
川
幸
之
進

木
田
余
西
台
　
　
　
　
　
名
和
　
幸
二

西真鍋町
関 　 博 信
趣味：家庭菜園

殿 里 町
島 田 正 文

 趣味：家庭菜園、ゴルフ、
韓ドラ（時代劇）鑑賞

若 松 町
湯 原 慶 二

趣味：卓球、海釣り

東 都 和
澤 邊 　 昇

趣味：卓球、囲碁、
　　　将棋

二中
地区
二中
地区

　地
区
長
紹
介

新
今
年
度
か
ら
新
た
に
地
区
長
に
就
任
さ
れ
た
４
人
の
方
々
を

ご
紹
介
し
ま
す
！
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１
月
31
日
、
参
加
者
27
名
が
バ
ス
に
乗

車
し
て
圏
央
道
を
佐
倉
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

佐
倉
と
言
え
ば
武
家
屋
敷
が
思
い
浮
か

び
ま
す
が
、
訪
れ
た
の
は
最
後
の
佐
倉
藩

主
で
、
明
治
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
東
京
か

ら
佐
倉
の
領
地
に
戻
っ
て
住
ん
だ
屋
敷
で

あ
る
「
堀
田
邸
」。

　

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

と
い
う
母
屋
等
に
入
る
と
、
明
治
23
年
に

で
き
た
と
い
う
歴
史
と
年
輪
の
重
み
が
木

の
色
艶
を
通
し
て
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

重
厚
な
造
り
の
玄
関
の
佇
ま
い
や
広
大

な
庭
園
の
木
々
の
中
に
い
る
と
自
然
と
穏

や
か
な
気
持
ち
に
な
っ
て
く
る
の
は
不
思

議
で
す
。

　

次
に
向
か
っ
た
の
は
「
武
家
屋
敷
」。

こ
れ
は
個
人
所
有
の
屋
敷
で
は
な
く
藩
か

ら
貸
与
さ
れ
た
も
の
だ
と
か
。
今
な
ら
さ

し
ず
め
公
務
員
住
宅
で
し
ょ
う
か
。

　

３
棟
の
復
元
さ
れ
た
屋
敷
で
す
が
、
藩

士
の
身
分
に
よ
っ
て
屋
敷
の
大
き
さ
や
間

取
り
、
更
に
は
門
の
造
り
に
ま
で
格
差
が

見
て
と
れ
た
の
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

　

昼
食
は
「
町
並
み
情
報
館
」。

　

こ
れ
も
歴
史
あ
る
商
家
を
昔
の
風
情
を

残
し
て
改
築
し
た
も
の
で
、
す
し
詰
め
状

態
に
な
り
な
が
ら
満
腹
に
。

　

こ
こ
ま
で
の
案
内
は
す
べ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
無
報
酬
で
行
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　

以
上
は
「
佐
倉
一
里
塚
」
と
し
て
、
歴

史
的
遺
産
を
核
に
町
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
る
活
動
で
す
が
、
土
浦
市
も
参
考
に
す

べ
き
点
が
多
々
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　

午
後
の
メ
イ
ン
は
「
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
」。

　

古
代
か
ら
現
代
ま
で
日
本
人
の
ル
ー
ツ

や
近
隣
諸
国
と
の
関
係
、
日
本
文
化
の
形

成
過
程
な
ど
広
大
な
ス
ペ
ー
ス
に
分
か
り

や
す
く
展
示
し
て
あ
り
、
後
半
は
時
間
が

無
く
な
り
駆
け
足
に
。

　

じ
っ
く
り
見
学
す
る
に
は
１
日
か
か
り

そ
う
で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
家
族
で
ゆ
っ

く
り
来
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
研
修
で
感
じ
た
こ
と
は
、
町

づ
く
り
は
行
政
の
み
で
で
き
る
こ
と
で
は

な
く
、
そ
こ
で
生
活
を
共
に
す
る
住
民
が

町
に
愛
着
を
持
ち
、
少
し
で
も
よ
く
し
た

い
と
い
う
共
通
の
目
標
を
も
っ
て
出
来
る

こ
と
か
ら
活
動
す
る
と
い
う
極
め
て
基
本

的
な
こ
と
で
し
た
。

　

佐
倉
で
は
、そ
れ
が
実
行
さ
れ
て
お
り
、

有
意
義
な
体
験
を
し
た
一
日
で
し
た
。

合
同
視
察
研
修

﹃
佐
倉
一
里
塚
視
察
﹄に
参
加
し
て

文
化
広
報
部
　佐
藤
　敬

夜
の
谷
を
行
く�

桐
野　
夏
生

ツ
バ
キ
文
具
店�

小
川　
　
糸

カ
ブ
ー
ル
の
園�

宮
内　
悠
介

し
ん
せ
か
い�

山
下　
澄
人

や
め
る
と
き
も
、
す
こ
や
か
な
る
と
き
も�

窪　
美
澄

カ
ル
テ
ッ
ト
１�

坂
元　
裕
二

カ
ル
テ
ッ
ト
２�

坂
元　
裕
二

騎
士
団
長
殺
し 

第
１
部
顕
れ
る
イ
デ
ア
編

騎
士
団
長
殺
し 

第
２
部
還
ろ
う
メ
タ
フ
ァ
ー
編

�

村
上　
春
樹

罪
の
声�

塩
田　
武
士

ｉ　
ア
イ�

 

西　
加
奈
子

ま
た
桜
の
国
で�

須
賀
し
の
ぶ

室
町
無
頼�

垣
根　
涼
介

キ
ャ
ピ
タ
ル�

加
藤　
秀
行

全
部
レ
ン
チ
ン
！
や
せ
る
お
か
ず
作
り
お
き
２

�

柳
澤　
英
子

い
ち
ば
ん
詳
し
く
て
わ
か
り
や
す
い
！

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の
教
科
書�

和
田　
文
緒
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発酵食品の不思議な世界

エアプランツで作るオブジェ

山ガール・つくばグレートトラバース夏編

木綿（コットン）を見直そう！

自分らしいシニアライフのマネー講座

アロマで作る「くすり箱」

はじめてのジョギング

前
期
公
民
館
講
座

　

公
民
館
講
座
は
、
前
期
・
後
期
に

分
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
開
か

れ
て
い
ま
す
。
募
集
要
項
は
、
市
の

広
報
紙
「
つ
ち
う
ら
」
の
４
月
・
９

月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
市
内
の
各

中
学
校
区
の
公
民
館
毎
に
募
集
案
内

が
出
ま
す
。
二
中
地
区
以
外
の
講
座

に
も
応
募
出
来
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
と
こ
ろ
に
問
い
合
わ
せ
て
み
て

下
さ
い
。

※
「
老
人
ホ
ー
ム
の
選
び
方
」
講
座
は
6

月
28
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

公
民
館
講
座
の
ご
案
内

（4）



「
土
浦
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」
で

は
明
る
く
住
み
よ
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
憲
章
を
制
定
し

て
お
り
、
多
大
な
功
績
を
あ
げ
て
い
る
個

人
や
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
二
中
地
区
で
は
次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◦
奈
良
　
久ひ

さ
し

さ
ん

東
都
和

防
犯
活
動
（
17
年
）

安
全
協
会
土
浦
支
部
真
鍋
分
会
の
委
員

と
し
て
、
幟の

ぼ
り

旗ば
た

の
設
置
や
管
理
、
学
童
の

登
下
校
時
の
立り

っ

哨し
ょ
う

な
ど
東
都
和
地
区
内
の

交
通
安
全
・
防
犯
対
策
に
努
め
ま
し
た
。

◦
君
山
　
圀く

に

治は
る

さ
ん

東
真
鍋
町

青
少
年
育
成
（
10
年
）

交
通
量
の
激
し
い
二
中
坂
下
で
、
子
ど

も
達
の
安
全
確
保
、安
心
の
実
現
の
為
に
、

毎
朝
立
哨
指
導
と
見
守
り
活
動
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
町
内
の
役
員
と
し
て
９
年
間

活
動
し
、
他
の
模
範
と
な
り
ま
し
た
。

◦
小
野
　
文ふ

み

夫お

さ
ん

木
田
余
東
台
二
丁
目

環
境
美
化
・
防
犯
活
動
（
７
年
）

町
内
各
種
行
事
に
率
先
し
て
参
加
協
力

を
し
、
ま
た
防
犯
・
環
境
美
化
活
動
を
通

し
て
町
内
を
よ
く
ま
と
め
、
地
域
住
民
と

の
連
帯
意
識
向
上
の
た
め
献
身
的
に
行
動

し
ま
し
た
。

◦
磯
部
　
潔き

よ

和か
ず

さ
ん

木
田
余
東
台
二
丁
目

奉
仕
（
９
年
）

町
内
各
種
行
事
に
率
先
し
て
参
加
協
力

を
し
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
若
者
を

よ
く
束
ね
、
地
域
住
民
と
の
連
帯
意
識
向

上
の
た
め
献
身
的
に
行
動
し
ま
し
た
。

◦
東
都
和
み
ず
き
会

奉
仕
（
22
年
）

自
治
会
が
発
足
し
た
頃
よ
り
、
地
域
の

高
齢
者
を
対
象
と
し
て
親
睦
や
会
員
の
健

康
増
進
を
図
り
、
ま
た
自
治
会
行
事
に
側

面
か
ら
協
力
し
ま
し
た
。

秋
の
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て

二
中
地
区
公
民
館
館
長
　
浜
田
　
衛

11
月
４
日
、
市
民
委
員
会
主
催
の
バ
ス

ハ
イ
ク
で
「
藤
岡
市
桜
山
公
園
」
へ
行
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
冬
桜
と
紅
葉
が
同

時
に
楽
し
め
る
事
で
有
名
で
、
最
盛
期
に

は
７
千
本
の
冬
桜
が
咲
く
と
の
事
で
す
。

冬
桜
は
開
花
期
が
年
に
２
回
あ
り
、
１
回

目
は
11
月
か
ら
12
月
、
２
回
目
は
３
月
か

ら
４
月
に
咲
き
、
公
園
内
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
と
合
わ
せ
る
と
、
春
に
は
１
万
本
の
桜

が
咲
い
て
山
全
体
が
淡
い
ピ
ン
ク
色
に
染

ま
る
そ
う
で
す
。

特
産
の
三
波
石
を
使
っ
た
日
本
庭
園
に

集
合
。
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
隊
列
を
組
ん

で
出
発
で
す
。
い
き
な
り
階
段
が
登
場
、

春
の
日
光
霧
降
高
原
の
急
階
段
を
思
い
出

し
ま
す
。
30
分
程
度
で
標
高
５
９
７
ｍ
の

頂
上
へ
。
冬
桜
は
満
開
と
は
い
え
、
花
は

小
さ
く
疎
ら
に
咲
い
て
い
る
の
で
、
春
の

桜
の
よ
う
な
華
や
か
な
雰
囲
気
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
可
憐
な
風
情
を
楽
し
む
の
で

し
ょ
う
か
？
頂
上
か
ら
は
、
御み

か

ぼ

荷
鉾
の

山
々
や
遠
く
秩
父
の
武
甲
山
な
ど
の
山
並

み
が
見
え
ま
す
。
山
を
下
り
、
昼
食
会
場

の
八
塩
館
へ
行
く
と
、
美
味
し
い
昼
食
と

温
泉
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

「
諸
君
4

4

、
冬
の
桜
は
春
の
桜
の
よ
う
で

は
あ
ら
な
い

4

4

4

4

」（
村
上
春
樹
の
小
説
「
騎

士
団
長
殺
し
」の「
騎
士
団
長
」の
口
調
で
）。

ま
ち
づ
く
り
の

実
践
を
た
た
え
る
表
彰

ま
ち
づ
く
り
の

実
践
を
た
た
え
る
表
彰

ま
ち
づ
く
り
の

実
践
を
た
た
え
る
表
彰

ま
ち
づ
く
り
の

実
践
を
た
た
え
る
表
彰

個
人
の
部

団
体
の
部

賞

（5）



真
鍋
一
丁
目
真
和
会
は
、
現
在
23
名
の

会
員
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
昭
和
51
年

９
月
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
42
年
目
を
迎

え
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、
８
月
の
鹿

島
神
社
例
大
祭
・
キ
ラ
ラ
祭
り
で
の
山
車

巡
行
、
10
月
の
市
民
体
育
祭
へ
の
参
加
、

年
末
年
始
の
鹿
島
神
社
を
明
る
く
す
る

会
、
毎
月
２
回
の
町
内
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

へ
の
参
加
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
会
員
相

互
の
親
睦
と
連
携
を
深
め
、真
鍋
一
丁
目
、

更
に
は
真
鍋
地
区
全
体
の
発
展
に
寄
与
す

る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
筑
波
山
登
山
な
ど
、

青
年
会
紹
介

青
年
会
紹
介 

①

 

①

二 中
地 区
二 中
地 区
二 中
地 区

●
今
回
よ
り
３
回
に
わ
た
り
、
二
中
地
区
の
青
年
会
を
順

次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。（
原
稿
は
Ｈ
29
・
７
月
現
在
）

●
今
回
よ
り
３
回
に
わ
た
り
、
二
中
地
区
の
青
年
会
を
順

次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。（
原
稿
は
Ｈ
29
・
７
月
現
在
）

真
鍋
一
丁
目
真
和
会会

長
　
小
林　
武
司　

真
鍋
四
丁
目
青
年
会会

長
　
大
塚　
真
一　

真
鍋
三
丁
目
青
年
会会

長
　
大
西　
智
典　

真
鍋
二
丁
目
眞
櫻
会

会
長
　
海
野　
優　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
積
極
的
に
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

会
員
は
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
特

に
30
代
以
下
の
方
、
入
会
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
、
会
員
の
ご
紹
介

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

真
鍋
二
丁
目
眞
櫻
会
で
は
、
20
〜
50
代

の
メ
ン
バ
ー
30
人
程
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
４
月
の
桜
祭
り
、
夏
に
は
キ
ラ
ラ
祭

り
と
鹿
島
神
社
例
大
祭
（
獅
子
舞
・
お
囃

子
・
巡
行
手
伝
い
）
参
加
や
、
10
月
に
行

わ
れ
る
二
中
地
区
市
民
体
育
祭
へ
の
参

加
、
二
中
地
区
歩
く
会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
他
、
真
鍋
地
区
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
へ
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
12
月
31
日
大
晦
日
に
は
鹿
島
神

社
を
明
る
く
す
る
会
へ
参
加
し
、
炊
き
出

し
や
紅
白
餅
の
配
布
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。以

上
の
年
間
行
事
を
通
し
て
、
眞
櫻
会

メ
ン
バ
ー
全
員
の
力
を
合
わ
せ
て
真
鍋
地

区
を
、
土
浦
を
盛
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ご
協
力
下
さ
る
地
域
の

皆
様
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
青
年
会
活
動

を
行
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
真
鍋
三
丁
目
青
年
会
は
53
人
で

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
と
致
し
ま
し
て
は
、
年

に
４
回
実
施
す
る
廃
品
回
収
が
あ
り
ま

す
。
育
成
会
と
連
携
を
と
り
、
子
ど
も
た

ち
と
共
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
の

方
々
と
触
れ
合
え
る
場
で
も
あ
り
、
と
て

も
有
意
義
な
も
の
だ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。そ

の
他
と
し
ま
し
て
は
、
８
月
に
は
キ

ラ
ラ
祭
り
と
鹿
島
神
社
例
大
祭
へ
の
参

加
、
10
月
に
は
市
民
体
育
祭
、
12
月
に
は

鹿
島
神
社
を
明
る
く
す
る
会
、
４
月
に
は

桜
を
楽
し
む
集
い
等
、
一
年
を
通
し
て

様
々
な
行
事
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
全

行
事
の
打
合
せ
や
準
備
か
ら
後
片
付
け

等
、
青
年
会
員
の
協
力
の
元
、
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
青
年
会
全
員
で
一
丸
と
な

り
活
動
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

真
鍋
四
丁
目
青
年
会
は
、
鹿
島
神
社
例

大
祭
へ
の
参
加
が
大
き
な
活
動
と
な
り
ま

す
。
約
２
か
月
前
か
ら
の
準
備
か
ら
始
ま

り
、
本
祭
余
興
時
の
各
係
員
の
配
置
、
運

営
な
ど
真
鍋
他
町
内
や
本
町
内
諸
団
体
と

協
力
し
、
安
全
第
一
で
楽
し
い
お
祭
り
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
毎
年
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
の
笑
顔
が
見
ら
れ
、
我
々
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（6）



真
鍋
五
丁
目
青
年
会会

長
　
石
引　
知
倫　

ま
た
、
年
間
を
通
し
町
内
行
事
に
も
参

加
を
し
て
お
り
ま
す
。
夜
間
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
、廃
品
回
収
の
お
手
伝
い
、

市
民
体
育
祭
へ
の
参
加
、
真
鍋
連
合
青
年

会
主
催
で
行
わ
れ
る
大
晦
日
の
鹿
島
神
社

を
明
る
く
す
る
会
へ
の
参
加
等
、
様
々
な

活
動
を
行
い
、
町
内
及
び
他
町
内
の
皆
様

と
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
町
内
発
展
の
為
、
新
た
な
取
り

組
み
に
も
積
極
的
に
協
力
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

我
々
真
鍋
五
丁
目
青
年
会
で
は
、
春
は

真
鍋
の
桜
を
楽
し
む
集
い
に
お
け
る
小
学

校
の
駐
車
場
警
備
、
夏
は
鹿
島
神
社
例
大

祭
の
準
備
か
ら
片
付
け
ま
で
の
お
手
伝
い
、

冬
は
鹿
島
神
社
を
明
る
く
す
る
会
で
の
参

拝
者
へ
の
振
る
舞
い
な
ど
、
年
間
を
通
し

て
地
域
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

他
、
月
に
一
度
の
定
例
会
や
忘
年
会
、
新

年
会
な
ど
を
通
し
て
、
青
年
会
員
同
士
の

交
流
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
大
変
な
事
は
あ
り
ま
す
が
、

青
年
会
活
動
を
通
し
て
会
員
同
士
は
も
ち

ろ
ん
、
近
隣
の
方
々
や
他
町
内
の
青
年
会

員
と
の
交
流
が
出
来
る
こ
と
、
地
元
の
歴

史
や
伝
統
に
携
わ
れ
る
こ
と
に
、
や
り
が

い
や
生
き
が
い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
地
元
の
文
化
・
伝
統
を
守
っ
て

い
け
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
尽
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
定
期
異
動
に
よ
り
、
４
月

か
ら
こ
ち
ら
の
公
民
館
に
勤
務
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

初
の
公
民
館
勤
務
で
目
ま
ぐ
る
し
い

日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
が
、
公
民
館

の
皆
さ
ん
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
だ
き
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
利
用
者
の

方
々
か
ら
あ
た
た
か
く
話
し
か
け
て
い
た

だ
い
た
時
は
、
心
が
癒
や
さ
れ
ほ
っ
と
し

ま
す
。
公
民
館
に
お
越
し
の
際
は
お
気
軽

に
声
を
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
皆
様
の
力
を
お
借
り
し
な
が

ら
、
館
長
を
は
じ
め
公
民
館
職
員
の
皆
さ

ん
と
共
に
、
親
し
み
や
す
い
公
民
館
づ
く

り
を
目
指
し
、
活
気
溢
れ
る
活
動
に
少
し

で
も
役
立
て
る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

新
職
員
紹
介

二
中
地
区
公
民
館

公民館主事

浅　野　倫
の り

　子
こ

公民館指導員

浅 野 　 茂

　

４
月
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
35
年
教
職
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
ま
た
今
回
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク

ラ
ブ
を
と
お
し
て
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ

え
る
こ
と
は
、
と
て
も
幸
せ
で
す
。

　

今
年
63
歳
に
な
り
ま
す
。
趣
味
は
園
芸

と
歴
史
探
訪
、
そ
れ
に
陸
上
長
距
離
を
中

心
に
ス
ポ
ー
ツ
観
賞
で
す
。
特
技
と
言
え

る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
剣
道
と
書
道

を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　

座
右
の
銘
は
「
継
続
は
力
な
り
」
で

す
。
何
事
に
も
努
力
は
必
要
で
、
努
力
し

た
人
が
報
わ
れ
る
世
の
中
に
な
る
と
い
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
努
力
に
は
苦
し
み
も

つ
い
て
き
ま
す
が
、
継
続
す
る
こ
と
で
得

ら
れ
る
の
は
、
目
標
に
達
す
る
・
近
づ
く

だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
人
た
ち
の
思
い
に

も
迫
れ
る
こ
と
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

微
力
な
が
ら
二
中
地
区
の
皆
さ
ん
の
た

め
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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宝
積
寺（
木
田
余
町
）の

「
節
分
会
」に
来
訪（
１
月

29
日
）。
豆
ま
き
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

髙安関「大関」昇進おめでとう!!髙安関「大関」昇進おめでとう!!髙安関「大関」昇進おめでとう!!

社
会
福
祉
協
議
会
の
真
鍋
支
部
で
は
、

年
に
３
回
二
中
地
区
公
民
館
を
会
場
に
し

て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
会
食
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
食
会
は
、
二
中
地
区
に
居
住
す

る
70
歳
以
上
の
比
較
的
お
元
気
な
高
齢
の

方
を
対
象
に
し
た
も
の
で
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
「
ふ
た
ば
会
」
や
「
二
中
地

区
そ
ば
打
ち
同
好
会
」
の
皆
様
に
、
朝
早

く
か
ら
昼
食
の
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
、

心
温
ま
る
手
作
り
の
お
食
事
を
提
供
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

午
後
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
で

す
。
こ
ち
ら
は
、
参
加
者
皆
で
体
操
を
し

た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
よ
る
日
本

舞
踊
や
楽
器
の
演
奏
を
観
賞
し
ま
す
。

こ
こ
数
年
は
、
年
に
１
回
、
ま
な
べ
す

み
れ
幼
稚
園
の
園
児
の
皆
さ
ん
に
、
お
遊

戯
や
楽
器
の
演
奏
を
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
か
わ
い
い
役
者
さ
ん
の
演
技
を
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
二
中
地
区
の
民
生
委
員

児
童
委
員
の
皆
様
に
、
参
加
者
募
集
や
会

場
の
設
営
等
、
様
々
な
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

地
域
福
祉
充
実
の
た
め
、
関
係
者
の
皆

様
に
は
引
続
き
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

会
食
会
」
の
紹
介
　

土
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会　
　
　

真
鍋
支
部　
飯
村　
貴
久　

　
公
園
が
少
な
い
？

　
「
そ
う
い
え
ば
、
う
ち
の
町
内
に
は

公
園
が
な
い
ね
」。
我
が
町
の
役
員

会
で
、
子
供
が
遊
べ
る
公
園
が
な
い

こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
。
近
隣
を
見
回
し
て

も
少
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
い
う
。
調
べ

て
み
る
と
、
二
中
地
区
内
に
は
６
つ
の
公
園

が
あ
る
が
、
確
か
に
「
う
ち
の
町
内
」
か
ら

そ
れ
ら
公
園
ま
で
は
気
軽
に
行
け
る
距
離

で
は
な
い
。
一
部
地
域
に
偏
在
し
て
い
る
の

も
こ
の
イ
メ
ー
ジ
の
要
因
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
二
中
地
区
は
公
園
が
少
な
い
の

か
？
人
口
１
万
人
当
た
り
の
公
園
数
の

全
国
平
均
は
7.7
。
二
中
地
区
人
口
は
約

１
万
６
千
人
な
の
で
、
こ
の
人
口
に
対
し
て

は
12
公
園
が
平
均
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

６
公
園
と
い
う
の
は
全
国
平
均
の
半
分
で

あ
り
、
確
か
に
少
な
い
よ
う
だ
。
逆
に
言
う

と
、
近
所
に
公
園
が
少
な
い
と
感
じ
る
住

民
が
平
均
的
に
多
い
地
域
だ
と
も
言
え
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

　
休
日
に
フ
ラ
ッ
と
家
を
出
て
、
近
所
の
公

園
に
ブ
ラ
ッ
と
寄
り
、
ベ
ン
チ
で
日
向
ぼ
っ

こ
。
そ
ん
な
空
間
が
近
所
に
あ
っ
て
も
い
い

な
、と
今
回
の
話
題
を
き
っ
か
け
に
思
っ
た
。

　
小
欄
で
は
、「
や
す
ら
ぎ
」

編
集
部
員
が
ふ
と
感
じ
た

こ
と
を
綴
り
ま
す
。

編集部コラム

▲「やすらぎ」のバックナンバーは二中地区公民館ホームページから見ることができます。
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